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リンドウの採花期拡大技術
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蓑2　早出しリンドウ採花時の生育　（1989年）
1　は　じ　め　に

岩手県のリンドウは8－9月の出荷が中心で，6月中旬

～11月下旬に出荷されている。県北部や高冷地では早生品

種を導入しても，夏場の需要期である8月上旬までの採花

率が低いことや晩秋の早袷による品質低下（茎垂の赤変等）

が課題となっている。このため，県北部や高冷地帯におけ

るリンドウの安定生産と長期継続出荷をねらいとして，里

だし作型における採花期前進と遅出し作動こおける品質向

上について検討した結果を報告する。

なお，本試験は岩手県の＿】：要産地である安代町において

実施したものである。

2　試　験　方　法

（ll　試験場所　岩手県安代町細野（標高　朋Om）

（2）試験区の内容（表1）

表1　試験区の構成

早出し作型　　　　　遅出し作型
試験年次　　1988年，1989年　　1987年，19終年
供試系統　　　　早生系Fl 極晩系F

栽椿距離　ベット幅60cm，条問30cm，株間1鮎m．2粂構え
被覆開始　4月1日（6月10日
時　　期　4月10日（6月10日

除去）　　　9月20日
除去）　　　9月30日

l）無被覆（露地） 1）無被覆（露地）

被覆方法…；：こ三三≡二Lポリフイノ仏トンネル
4）ハウスヒヒール＋不織布トンネル

3　試　験　結　果

（1）早だし作型

岩手園式で育成した早生系F．を供試し，採花期前進を

図るため，リンドウの被覆栽培を間ul．8mのミニパイプ

ハウス（以下リンドウハウス）とトンネルの組合せで検討

した。

融雪直後の4月上旬にリンドウハウスをビニール被覆す

ることによって萌芽が早まり，草丈は伸長した。トンネル

との組合せでこの傾向が著しく，被覆時期が早いほど伸長

　　　 l

区　　 名

4 月 1 日　 被　 覆

草丈　 節散　 華長　 花段数

k 血 （節）　 k 血　 （段）

ハ　　　　　 ウ　　　　　 ス 133．0 24 ，6　 10．7　　 4．5

ハ ウス ＋ ポ リトン ネル 142．0 2 5．3 10．7　　 3，9

ハ ウス＋不 織布 トンネル 142．2 2 5．2　 11．3　　 4．4

無　 被：覆 （ 露 地 ） 130．1 24 ．4　 10．1　 4．1

区　　　　　 名

4 月 10日　 被　 覆

草丈 節数　 桑島　 花段数

k 血 （節）　 k d　 （段）

ハ　　　　　 ウ　　　　　 ス 129．1 25．0　　 9，8　　 3．9

ハ ウス ＋ポ リトン ネル 133．1 25．2 10．2　　 4．3

ハ ウス＋不織布 トンネル 140．0 24．9　 10．9　　 4．1

無　 被　 覆 （ 露 地 ） －

し，節数がやや多くなり，節間良も良くなった（表2）0

採花時期はビニール被覆することによって前進し，株当

りの採花本数も多くなった。露地栽培では夏の需要期であ

る8月第2半句までの採花率は52％であったが．4月111

被覆では80－90％，4月10日被覆では60～85％の採花率で

あった。特に，リンドウハウスとポリフイルム，不織布ト

ンネルの組合せでは，露地栽培より平均採花rlで4～5日

早まった。トンネル資材のなかでは不織布よりポリフィル

表3　4月1日被覆におけるリンドウの半句別
採花割合　　　　　　　　　　　　　　（1989）

区　　　 名
採 花 数

（本／株）

7 月　　　　 8 月 （累計 ％ ） 平 均

採 花 日

（月 ・日）6　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5

ハ　　 ウ　　 ス 2，7 4 ．7 13 ．4　 80．9　 98 ．8 】00　　 － 8．8

ハ ウ ス ＋
ポ リ トンネル

4．7 14 ．2　 27．8　 90．2　 95．7 100　　 － 8．6

ハ ウ ス ＋ 不

織 布 トンネル
3．7 8 ．0 16 ．2　 8 1．6　 97．5　 1【旧　　 － 8．8

無 披覆 （露 地 ） 2．5 1．6　 9．8　 52，3　 76．5　 91，9 100 8，12

注．平均採花日＝採花月×1日当り採花数／総採花数

表4　4月10日被覆におけるリンドウの半句別
別採花割合　　　　　　　　　　　　　　（1989）

区　　　 名

採 花 数 7 月　　　 8 月 （累 計 ％ ）　　 平 草 ‾

（本 ／株） 6　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5　 （月 ・日）

ハ　　 ウ　　 ス 4 ．9 8 ．0　 23 ．9　 6 2 ．8　 8 1．9 10 0　 －　　 8．9

ハ ウ ス ＋

ポ リ ト ンネ ル
3．8 8 ．3　 34 ．2　 朗 ．8　 9 7 ．1 10 0　 －　　 8．8

ハ ウ ス 十
ト ン ネ ル

3．7 4 ．7　 3 1 ，9　 7 5 ．7　 9 6 ．8 10 0　　 －　　 8． 8

無 被 覆 （露 地 ） 2．5 1．6　 9 ．8　 5 2 ．3　 76 ．5　 9 1．9 10 0　 8 ．12
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ムの方が8月第2半句までの採花割合が多くなる傾向であっ

た（表3．4）。

被覆栽培によりリンドウの採花時期は前進するが，4月

1日被覆は規格外lVlが24％以1二と露地栽培の22％より多く

なる傾向を示した。しかし4月10日被覆では17－23％と規

格外品が少なかった。また，両被覆区とも規格外品はポリ

トンネルで多くなる傾向を示したく表5）。

蓑5　早出しリンドウの規格別出荷

割合　　　　　　　　　　　　（1989年）

区　　　　　 名 A　　　　　　　　 B

L　　　 M　　　 S

ハ　　　　　 ウ　　　　　 ス 7．5　　 25．5　　 41．9　　 25．1

ハ ウス ＋ポ リト　ンネル 7．7　　 22．8　　 41．6　　 27．9

ハウス十不織布 トンネル 7．7　　 22．6　　 45．5　　 24．2

無　 被　 覆　 （露　 地 ） 6．8　　 28．0　　 43．3　　 21．9

区　　　　　 名

4 月10日被覆㈲

A　　　　　　　　 B

L　　　 M　　　 S

ハ　　　　　 ウ　　　　　 ス 12．5　　 31．9　　 38．4　 17．2

ハウス＋ポリトンネル 10．2　　 26．3　　 40．1　 23．4

ハウス＋不織布トンネル 9．3　　 31．6　　 40．2　 18．9

5
　
4
　
3

数段
〝
　
〝

花L
M
S

軋 切花長80C血以上
〝　70－80cm

〝　60－70C血

（21遅出し作型

岩手図式で帝成した極晩系「，を供試し，10月どりリン

ドウの㍊質lGユ上をねらいとしリンドウハウスによる被覆栽

培を検討した。

リンドウハウスを9月下旬にビニール被覆することによっ

て採花時期が早まった。10月第1半句までに約15％以L採

花することができ，採花率も高まった（表6）。

品質面ではビニール被覆することによって，リンドウの

表6　遅出しリンドウの半句別別採花割合

【メ　　 名
採 花率　　　 9 ノ」

（矧　 ▼ m ▲

9 月2 0 日被覆 46．2　　 0 19　　 8．0

9 月3 0 日枝環 4 7．5　　 0．5　　 8．2

無 披径 （産 地） 44．2　　 0．4　　 5 14

（累計％）

tO J1

2　　　3　　　4　　　5　　　6

】6．9　】9．9　45．6　7819　78．9　川n

l7．4　21．0　46．7　72．0　72．O iOf）

10．0　18．0　∠】3．0　70．4　70．1100

花色は露地栽培のリンドウよりややうすくなった。しかし．

露地栽培では費や茎が赤変するが．ビニール披覆より茎の

赤変程度が少なくなり，葉色はほとんど変化しなかった。

9月30日被覆より9月20日被覆の方が葉色，茎色とも優り，

花全体の鮮やかさも増し，品質が向上した（表7）。

また．ビニール被覆によって上位規格の出荷が多くなっ

た（表8）。

表7　遅出しリンドウのビニール被覆時期と品質

区　　 名
花　 色　　　 葉　 色　　　 毛　 色　　 鮮 やか さ 縁 台

評価87■　 88 ●　　 87　　 8 8　　 8 7　　 8 8　　 8 7　　 88

9 月20 L】被覆 4．8　　 5．4　　 0．2　　 0．4　 1．4　 1．4　　 －　 1．8 「〕

9 川 肌 Ⅷ 澗 5．1　 5．4　　 0 ．3　　 0．9　 1．4　 1．7　　 －　 1．9 い

無 按環 （蛋地 ） 5．3　　 5．8　　 2．1　 2．5　　 2．9　 1．9　　 －　　 2．3 △

注．花色：リンドウ用カラーチャート（岩手閲読）．1（うすい）～7（應厚）
葉色：0（変化なし）．1（うす赤）一一3（應赤）
花の鮮やかさ：1（鮮明）－3（不鮮明）
●87：】987咋．88：1988年

表8　遅出しリンドウの規格別出荷割合　　　　㈲

区　　 名
規　　　　 格

L ＋M
L　　　　　 M　　　　　 S

9 月 20 日被覆 33 ．8　　　 34．7　　　　 3 1．5 68．5

9 月 30 日被覆 34 ．9　　　　 33．1　　　 32．0 68．0

無被覆 （露地） 29 ．2　　　　 34．0　　　　 36 ．8 63．2

花段数　5．切花長　80cm以上
4．　　　　70、80CⅡ1

3．　”　60、70CⅡl

4　ま　　と　　め

岩手県北部や高冷地帯におけるリンドウの安定生産と長

期継続出荷のための作型を検討した。その結果．品種と栽

培法の組合せによるリンドウの長期安定出荷の可能性が明

らかになった。

リンドウの早生品種をリンドウハウスで4月上旬から被

視栽培することにより．夏のぷ安期で，単価の高い8月1二

句までに80％以上出荷いることができた。リンドウハウス

とトンネルの組合せで裔出栽培より，4～5円前進させる

ことができる。

また，リンドウの晩年．1品種をリンドウハウスで9月20日

ころから披覆栽培することによって，葉や茎の赤変を少な

くし，占占矧乙】上させることができる。
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